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なす。仕事をするのも劫なので、しかし机に向っていない

ど家人に 叱られるから、机に向かいながら鼻毛をいている

と石坂洋次郎先生からを戴した。『君、昼のリュスをきま

したか。』『いいえ』『三浦朱君の家に昨夜、盗が入った

のです。三浦君は手をられたが、野子君が泥棒と叫んだの

で逃げたというんのです。君、じまりはちゃんとしたまえ

よ。』私はびっくりしてテレビのスイッチを押したが、即

にリュスはっていた。びっくりしたのは他でもない。この

二年ほどの、三浦家には二度も泥棒が入っている。その泥

棒は美のほうは目利きらしく、他のものは盗んだが、床の

にかけてあるののに手をつけなかったと、三浦は後で口惜

しいがっていた。与太者などに因をつけられやすいの持主

がいるように泥棒に入られやすい家があるのかもしれない

。三浦の家では前に泥棒よけに茶色いの犬をっていたが、

この犬はを切って逃げていってしまった。三浦の家にをし

てをこうとしたが、夫はどこかに出かけてにならない。折

角、退屈がまぎれるというのに、よくく夫だ。私なら同じ

をすれば、二三日、近所を走り回って体を吹して回るだろ

う。夕刊がやってきた。三浦は泥棒を蹴ばしたといてある

。『えらいわ。やっぱり三浦さん』と家人が言った。『あ

んたなら、皆をそのままにしてび出して逃げるでしょうが

ねエ。』面白くなかった。しかし一年ほど前、家人たちと



寿司屋で寿司をたべていると、突然、地震が来た。私はワ

ッと叫び、箸を放り出して一人、店の外に走り出した。ノ

コノコってくると店中の客の失笑をうけ、家人からはイヤ

なをされたがある。以来、家人から嫌味を言われても、反

することができない。泥棒は三浦家に入る前に犬智子さん

の家に入った男と同一人物かもしれない。ジャナリズマ

（journalism）とのある女性の家ばかり狙うのは一体、どう

いう心理か。しかも犬さんといい、野さんといい、まあ美

人である。この泥棒は美人の物きの家ばかり狙うとする

と-----今後、彼か侵入しない女性の物きは美人でないとい

う判がたつ。これは大だ。翌日、やっと三浦夫とでができ

た。『お前。舞い品どんどん来とるで。お前、何もくれへ

んのか。はよ、持ってこいや』*と三浦はあせましいことを

言った。けぶとりという言があるが、泥棒ぶとりというの

はこういうことをいうのだろう。ひょっとすると三浦はそ

の泥棒をつかまえて、泥棒の持金を泥棒したのではあるま

いか、などとひそかに考えた。この事件にもう一人、被害

者がいた。それは画家の秋野卓美さんである。事件後、卓

美さんは日、警察からで、『じまりにをつけてください』

と注意を受けた。なぜ自分の家だけに警察が注意してくる

のか卓美さんには分からない。三日目にまた警察からがあ

った。『なぜ、ばかり注意されるのですか』『あれ』と警

察の人はびっくりして叫んだ。『あなた、男の人ですか。

女性ではないですか』警察では秋野卓美を女性の名とえて

いたのである。『、女の画家と考えられていたらしいです

』と秋野氏は情けなさそうにそう私に言った。注释：小人
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